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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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MS-DOSは、米国 Microsoft Corporationの登録商標です。
IBM，PC/XT，PC/ATは、米国 International Business Machines Corporationの登録商標です。
PC-9801は、日本電気株式会社の登録商標です。

安全設計に関するお願い
 弊社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品は故障が発生したり、誤動作する場合があります。弊社の半導体製品
の故障又は誤動作によって結果として、人身事故火災事故、社会的損害などを生じさせないような安全性を考慮した冗長設計、延
焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計に十分ご留意ください。

本資料ご利用に際しての留意事項
 本資料は、お客様が用途に応じた適切なルネサス テクノロジ製品をご購入いただくための参考資料であり、本資料中に記載の技術
情報について株式会社ルネサス テクノロジおよび株式会社ルネサス ソリューションズが所有する知的財産権その他の権利の実施、
使用を許諾するものではありません。
 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例の使用に起因する損害、第三者所有の権利に対
する侵害に関し、株式会社ルネサス テクノロジおよび株式会社ルネサス ソリューションズは責任を負いません。
 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他全ての情報は本資料発行時点のものであり、株式会社ルネ
サス テクノロジおよび株式会社ルネサス ソリューションズは、予告なしに、本資料に記載した製品又は仕様を変更することがあ
ります。ルネサス テクノロジ半導体製品のご購入に当たりましては、事前に株式会社ルネサス テクノロジ、株式会社ルネサス ソ
リューションズ、株式会社ルネサス販売又は特約店へ最新の情報をご確認頂きますとともに、ルネサス テクノロジホームページ
（http://www.renesas.com）などを通じて公開される情報に常にご注意ください。
 本資料に記載した情報は、正確を期すため、慎重に制作したものですが万一本資料の記述誤りに起因する損害がお客様に生じた場
合には、株式会社ルネサス テクノロジおよび株式会社ルネサス ソリューションズはその責任を負いません。
 本資料に記載の製品データ、図、表に示す技術的な内容、プログラム及びアルゴリズムを流用する場合は、技術内容、プログラム、
アルゴリズム単位で評価するだけでなく、システム全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してください。株
式会社ルネサス テクノロジおよび株式会社ルネサス ソリューションズは、適用可否に対する責任は負いません。
 本資料に記載された製品は、人命にかかわるような状況の下で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目的として設
計、製造されたものではありません。本資料に記載の製品を運輸、移動体用、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中継用機
器あるいはシステムなど、特殊用途へのご利用をご検討の際には、株式会社ルネサス テクノロジ、株式会社ルネサス ソリューショ
ンズ、株式会社ルネサス販売又は特約店へご照会ください。
 本資料の転載、複製については、文書による株式会社ルネサス テクノロジおよび株式会社ルネサス ソリューションズの事前の承
諾が必要です。
 本資料に関し詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点がございましたら株式会社ルネサス テクノロジ、株式会社ルネサ
ス ソリューションズ、株式会社ルネサス販売又は特約店までご照会ください。

本製品ご利用に際しての留意事項
 本製品は、プログラムの開発、評価段階に使用する開発支援装置です。開発の完了したプログラムを量産される場合には、必ず事
前に実装評価、試験などにより、お客様の責任において適用可否を判断してください。
 本製品を使用したことによるお客様での開発結果については、一切の責任を負いません。
 弊社は、本製品不具合に対する回避策の提示又は、不具合改修などについて、有償もしくは無償の対応に努めます。ただし、いか
なる場合でも回避策の提示又は不具合改修を保証するものではありません。
 本製品は、プログラムの開発、評価用に実験室での使用を想定して準備された製品です。国内の使用に際し、電気用品安全法及び
電磁波障害対策の適用を受けておりません。

製品の内容及び本書についてのお問い合わせ先
エミュレータデバッガのインストーラが生成する以下のテキストファイルに必要事項を記入の上、ツール技術サポート窓口
support_tool@renesas.comまで送信ください。

¥SUPPORT¥製品名¥SUPPORT.TXT

株式会社ルネサス ソリューションズ マイコンツール部
ツール技術サポート窓口 support_tool@renesas.com
ユーザ登録窓口 regist_tool@renesas.com
ホームページ http://www.renesas.com/jp/tools
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　　　　はじめにはじめにはじめにはじめに

本取り扱い説明書は、ﾙﾈｻｽｵﾘｼﾞﾅﾙ 4 ﾋﾞｯﾄｼﾝｸﾞﾙﾁｯﾌﾟﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀ4501/4502/4506/4507 ｸﾞﾙｰﾌﾟおよび4580
ｸﾞﾙｰﾌﾟ対応のｴﾐｭﾚｰﾀ基板 M34502T-MCU の仕様について説明したものです。
M34502T-MCU は、ｴﾐｭﾚｰﾀ本体 PC4504 に装着して使用する PC4504 ｼｽﾃﾑ用 MCU 基板です。
ｴﾐｭﾚｰﾀ本体 PC4504 およびｴﾐｭﾚｰﾀﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ PD45 については、各ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙをご参照ください。

安全に正しくお使い頂くために
　　　　安全上安全上安全上安全上のののの注意事項注意事項注意事項注意事項：：：：

　 　●M34502T-MCU 取り扱い説明書および製品への表示では、製品を正しくお使い頂き、
　　　　　あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな
　　　　　絵表示をしています。

●その表示と意味に関しては「1. 1. 1. 1. 安全上安全上安全上安全上のののの注意事項注意事項注意事項注意事項」に示しています。掲載してい
　る内容をご理解のうえご使用ください。
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1. 1. 1. 1. 安全上安全上安全上安全上のののの注意事項注意事項注意事項注意事項

　　　M34502T-MCU 取り扱い説明書および製品への表示では、製品を正しくお使い頂き、あなたや他の
　　人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。
　　　以下にその絵表示と意味を示し、M34502T-MCU を安全に正しくご使用されるための注意事項を説明しま
　　す。
　　　ここに記載している内容をご理解のうえご使用ください。

　　　　1.11.11.11.1　　　　絵表示絵表示絵表示絵表示とととと意味意味意味意味

　 　　この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う
　　　　　　　　　　可能性が想定される内容を示しています。
　　　　　　　　　　　

　 　　この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が障害を負う可能性が
　　　　　　　　　　想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。
　　　　　　　　　　

　 　　　　その他、本製品を使用されるにあたって重要な情報を示しています。
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　上の３表示に加えて、適宜以下の表示を同時に示します。

          表示は、警告・注意を示します。

　 　　　 例：　感電注意

          表示は、禁止を示します。

　 　　　 例：　分解禁止

 　       表示は、強制・指示する内容を示します。

　 　　　  例：電源ﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄから抜いて下さい。

　　　　次のﾍﾟｰｼﾞから、警告、注意、重要の順で記します。
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　　　　設置設置設置設置にににに関関関関してしてしてして：：：：

　 　●湿度が高いところおよび水などで濡れるところには設置しないでください。
　　　　　水などが内部にこぼれた場合、修理不能な故障の原因となります。

　　　　使用環境使用環境使用環境使用環境にににに関関関関してしてしてして：：：：

●本製品使用時の周囲温度の上限(最高定格周囲温度)は 35℃です。
この最高定格周囲温度を越えないように注意してください。
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　　　　本製品本製品本製品本製品のののの取取取取りりりり扱扱扱扱いにいにいにいに関関関関してしてしてして：：：：

　 　●本製品を分解または改造しないでください。分解または改造された場合、故障の原因と
　　　　　なります。

　　　　●本製品は慎重に扱い、落下・倒れなどによる強い衝撃を与えないでください。

●ｴﾐｭﾚｰﾀﾌﾟﾛｰﾌﾞ(60 芯ﾊｰﾌﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙおよび 26 芯ﾉｰﾏﾙﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙ)で、ｴﾐｭﾚｰﾀ本体を引っ張ら
　ないでください。

●本製品にはｲﾝﾁｻｲｽﾞのﾈｼﾞを使用しないでください。
　本製品に使用されているﾈｼﾞはすべて ISO ﾀｲﾌﾟ(ﾒｰﾄﾙｻｲｽﾞ)のﾈｼﾞです。ﾈｼﾞを交換するとき
　は、前に使われていたものと同ﾀｲﾌﾟのﾈｼﾞをご使用ください。
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重 要
　　　　実際実際実際実際のののの MCUMCUMCUMCU とのとのとのとの動作動作動作動作のののの違違違違いにいにいにいに関関関関してしてしてして：：：：

　　　　●ｴﾐｭﾚｰﾀの動作は、実際のﾏｽｸ版 MCU に比べ、以下の違いがあります。
　　　　　詳しくは、｢5. 5. 5. 5. ﾃﾃﾃﾃﾞ゙゙゙ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ｯｸｯｸｯｸｯｸﾞ゙゙゙時時時時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項｣をご参照ください。
　　　　　　① ﾘｾｯﾄ条件
　　　　　　② 電源投入時の MCU 内蔵資源ﾃﾞｰﾀの初期値
　　　　　　③ 内蔵ﾒﾓﾘ(ROM，RAM)の容量など
　　　　　　④ 電気的特性
　　　　　　⑤ RAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ時の動作
　　　　　　⑥ ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾀｲﾏ機能の動作
　　　　　　⑦ ﾎﾟｰﾄ入出力ﾀｲﾐﾝｸﾞ

　　　　●このため、評価用 MCU（ﾜﾝﾀｲﾑ版）による実装評価を必ず実施してください。
　また、量産ﾏｽｸ投入前には ES(Enginneering Sample)用 MCU での実装評価および最終評価を
　必ず実施してください。

　　　　ﾀｰｹﾀｰｹﾀｰｹﾀｰｹﾞ゙゙゙ｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑにににに関関関関してしてしてして：：：：

　　　　●M34502T-MCU の動作電圧仕様は+3.0［V］または+5.0［V］です。
　　　　　このため、ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑの動作電圧は+3.0［V］±10％または+5.0［V］±10％の範囲内で
　　　　　ご使用ください。

　　　　ﾀｰｹﾀｰｹﾀｰｹﾀｰｹﾞ゙゙゙ｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑとのとのとのとの接続接続接続接続にににに関関関関してしてしてして：：：：

　　　　●ｴﾐｭﾚｰﾀﾌﾟﾛｰﾌﾞの接続に際し、誤接続には十分注意してください。

●ｴﾐｭﾚｰﾀﾌﾟﾛｰﾌﾞの接続において、ｹｰﾌﾞﾙにねじれまたは折れ曲がり等が生じないよう注意
　してください。
　ｹｰﾌﾞﾙのねじれまたは折れ曲がり等により、断線する可能性があります。
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2. 2. 2. 2. 取取取取りりりり扱扱扱扱いいいい上上上上のののの注意事項注意事項注意事項注意事項

　　　　M34502T-MCU をご使用の際は、以下の内容にご注意ください。

　　(1) ｴﾐｭﾚｰﾀについて
　　　　　M34502T-MCU は、ｴﾐｭﾚｰﾀ本体 PC4504 に装着してご使用ください。

  　(2) MCU 基板の着脱について
　　　　　MCU 基板の取り付け･取り外しの際は、ｴﾐｭﾚｰﾀ本体 PC4504 の電源を OFF にし、電源ｹｰﾌﾞﾙをｺﾝｾﾝﾄ
　　　　から抜いた状態で行ってください。MCU 基板の着脱方法は PC4504 ｼｽﾃﾑﾕｰｻﾞｰﾏﾆｭｱﾙの「2222 章章章章　　　　ｾｯﾄｱｯﾌｾｯﾄｱｯﾌｾｯﾄｱｯﾌｾｯﾄｱｯﾌﾟ゚゚゚」
　　　　をご覧ください。

　　(3) ｴﾐｭﾚｰﾀﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
　　　　　M34502T-MCU を用いてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを行うには、別売のｴﾐｭﾚｰﾀﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ PD45 が必要です。
　　　　　また、PD45 に添付の 4501/4502 ｸﾞﾙｰﾌﾟまたは 4580 ｸﾞﾙｰﾌﾟ用ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙと合わせてご使用ください。

　　(4) PD45 から操作可能なﾚｼﾞｽﾀ一覧
　　　　　表 2.1，表 2.2 に、PD45 から操作可能なﾚｼﾞｽﾀを示します。表中、○はその操作が可能なことを、
　　　　×は不可能なことを示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 2.12.12.12.1　　　　4501/4502/4506/45074501/4502/4506/45074501/4502/4506/45074501/4502/4506/4507 ｸｸｸｸﾞ゙゙゙ﾙｰﾌﾙｰﾌﾙｰﾌﾙｰﾌﾟ゚゚゚対応時対応時対応時対応時にににに操作可能操作可能操作可能操作可能ななななﾚｼﾚｼﾚｼﾚｼﾞ゙゙゙ｽﾀｽﾀｽﾀｽﾀ
ﾚｼﾞｽﾀ 参照 変更 ﾚｼﾞｽﾀ 参照 変更
PC ○ ○ W1 ○ ○
CY ○ ○ W2 ○ ○
A ○ ○ W6 ○ ○
B ○ ○ Q1 ○ ○
X ○ ○ K0 ○ ○
Y ○ ○ K1 ○ ○
Z ○ ○ K2 ○ ○
D ○ ○ PU0 × ○
E ○ ○ PU1 × ○
SP ○ × PU2 × ○
V1 ○ ○ MR ○ ○
V2 ○ ○ R1 × ○
I1 ○ ○ R2 × ○

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 2.2.2.2.2222　　　　4580458045804580 ｸｸｸｸﾞ゙゙゙ﾙｰﾌﾙｰﾌﾙｰﾌﾙｰﾌﾟ゚゚゚対応使用時対応使用時対応使用時対応使用時にににに操作可能操作可能操作可能操作可能ななななﾚｼﾚｼﾚｼﾚｼﾞ゙゙゙ｽﾀｽﾀｽﾀｽﾀ
ﾚｼﾞｽﾀ 参照 変更 ﾚｼﾞｽﾀ 参照 変更
PC ○ ○ W2 ○ ○
CY ○ ○ W6 ○ ○
A ○ ○ Q3 ○ ○
B ○ ○ Q4 ○ ○
X ○ ○ K0 ○ ○
Y ○ ○ K1 ○ ○
Z ○ ○ K2 ○ ○
D ○ ○ PU0 × ○
E ○ ○ PU1 × ○
SP ○ × PU2 × ○
V1 ○ ○ MR ○ ○
V2 ○ ○ R1 × ○
I1 ○ ○ R2 × ○
W1 ○ ○



（10/40）

<< ＭＥＭＯ >>



（11/40）

3. M34502T-MCU3. M34502T-MCU3. M34502T-MCU3. M34502T-MCUのののの製品内容製品内容製品内容製品内容

　　　　3.1 M34502T-MCU3.1 M34502T-MCU3.1 M34502T-MCU3.1 M34502T-MCUのののの包装内容包装内容包装内容包装内容
　　　　表 3.1 に、M34502T-MCU の製品ﾊﾟｯｹｰｼﾞ内容を示します。開封時に以下の製品が揃っていることを
　　　ご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 3.13.13.13.1　　　　M34502T-MCUM34502T-MCUM34502T-MCUM34502T-MCUのののの製品内容製品内容製品内容製品内容

項　目 形　名 数　量

1 　M34502T-MCU １台

2 　60 芯ﾊｰﾌﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙ(40cm) １本

3 　26 芯ﾉｰﾏﾙﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙ(10cm) １本

4 　外部ﾄﾘｶﾞ信号用 2 芯ｹｰﾌﾞﾙ(50cm) １本

5 　ﾋﾟｯﾁ変換基板 PCA4029 １個

6 　発振回路基板 OSC-2(J1 のみ部品実装) １個

7 　ﾋﾟｯﾁ変換基板 M34501T-PTC １個

8 　M34502T-MCU 取り扱い説明書(本書) １部

※1:M34502T-MCU は、製品出荷時に 4.19MHz 用の発振回路基板 OSC-2 を装着しています。
　　また、付属品としてｺﾈｸﾀ J1 のみ実装した発振回路基板 OSC-2 を添付しています。

※ 2:M34502T-MCU の包装箱とｸｯｼｮﾝ材は、故障時の修理、その他の輸送用として捨てずに保管して
　　ください。

※3:包装製品について、不足または不良等、その他お気づきの点がありましたら、担当の株式会社ﾙ
ﾈｻｽ ﾃｸﾉﾛｼﾞ、株式会社ﾙﾈｻｽ ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ、株式会社ﾙﾈｻｽ販売または特約店までお問い合せくださ
い。

　　　　3.2 3.2 3.2 3.2 必要必要必要必要なそのなそのなそのなその他他他他のののの製品製品製品製品
　　　　4 ﾋﾞｯﾄﾏｲｺﾝ 4501/4502/4506/4507 ｸﾞﾙｰﾌﾟおよび 4580 ｸﾞﾙｰﾌﾟのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発を行う場合、M34502T-MCU
　　　の製品内容の他に下記に示す製品が必要です。必要に応じて、別途ご用意ください。

(1) ｴﾐｭﾚｰﾀ本体： PC4504

　　　　(2) ｴﾐｭﾚｰﾀﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ： PD45

　　　　(3) 書き込みｱﾀﾞﾌﾟﾀ： MS4238-20F(4501/4506/4580 ｸﾞﾙｰﾌﾟ対応ｼﾘｱﾙ書き込み用ｱﾀﾞﾌﾟﾀ)

　　 　 MS4502-24F(4502/4507 ｸﾞﾙｰﾌﾟ対応ｼﾘｱﾙ書き込み用ｱﾀﾞﾌﾟﾀ)

　　　　(4) ｼﾘｱﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏ： MSP-Ⅱまたは EFP-Ⅰ

　　　　上記製品中、書き込みｱﾀﾞﾌﾟﾀおよびｼﾘｱﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏは(株)彗星電子ｼｽﾃﾑの製品です。
　　　　製品に関する問い合わせは、下記までお願いします。

　　　　　　　株式会社　彗星電子ｼｽﾃﾑ
　　　　　　　〒538-0053　大阪市鶴見区鶴見 6-5-24
　　　　　　　TEL:(06)6913-4531(代)　FAX:(06)6913-4534
　　　　　　　 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：　http://www.suisei.co.jp
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4. M34502T-MCU4. M34502T-MCU4. M34502T-MCU4. M34502T-MCU

　　　　4.1 4.1 4.1 4.1 概概概概　　　　要要要要
　　　　M34502T-MCU はｴﾐｭﾚｰﾀ本体 PC4504 と共に使用することにより、ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀから制御可能な
　　　ｴﾐｭﾚｰﾀｼｽﾃﾑを構成します。図 4.1 に、4502/4507 ｸﾞﾙｰﾌﾟ対応時の開発ｻﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑ構成を示します。
　　　　また、図 4.2 に、4501/4506 ｸﾞﾙｰﾌﾟおよび 4580 ｸﾞﾙｰﾌﾟ対応時の開発ｻﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑ構成を示します。

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 4.14.14.14.1　　　　4502/45074502/45074502/45074502/4507 ｸｸｸｸﾞ゙゙゙ﾙｰﾌﾙｰﾌﾙｰﾌﾙｰﾌﾟ゚゚゚対応時対応時対応時対応時のののの開発開発開発開発ｻﾎｻﾎｻﾎｻﾎﾟ゚゚゚ｰﾄｼｽﾃﾑｰﾄｼｽﾃﾑｰﾄｼｽﾃﾑｰﾄｼｽﾃﾑ構成構成構成構成

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 4.24.24.24.2　　　　4501/45064501/45064501/45064501/4506 ｸｸｸｸﾞ゙゙゙ﾙｰﾌﾙｰﾌﾙｰﾌﾙｰﾌﾟ゚゚゚およびおよびおよびおよび 4580458045804580 ｸｸｸｸﾞ゙゙゙ﾙｰﾌﾙｰﾌﾙｰﾌﾙｰﾌﾟ゚゚゚対応時対応時対応時対応時のののの開発開発開発開発ｻﾎｻﾎｻﾎｻﾎﾟ゚゚゚ｰﾄｼｽﾃﾑｰﾄｼｽﾃﾑｰﾄｼｽﾃﾑｰﾄｼｽﾃﾑ構成構成構成構成

　　　　　※1:　20SDIP 対応時は、ﾋﾟｯﾁ変換基板 M34501T-PTC をご使用ください。
　　　　なお、上記の接続方法については、｢4.6 4.6 4.6 4.6 ﾀｰｹﾀｰｹﾀｰｹﾀｰｹﾞ゙゙゙ｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑとのとのとのとの接続方法接続方法接続方法接続方法｣をご参照ください。
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　　　　4.2 4.2 4.2 4.2 仕仕仕仕　　　　様様様様
　　　　表 4.1 に、M34502T-MCU の仕様を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 4.14.14.14.1　　　　M34502T-MCUM34502T-MCUM34502T-MCUM34502T-MCUのののの仕様仕様仕様仕様

項　目 内　容

　4501 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

　4502 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

　4506 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

　4507 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

対応ﾏｲｺﾝ

　4580 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｴﾊﾞﾘｭｴｰｼｮﾝ MCU 　M34502E4FP(搭載)

　ｼｽﾃﾑｸﾛｯｸ 4.19MHz(OSC-2[4.19MHz の周波数を実装]を使用)※1

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾓｰﾄﾞ

低速ﾓｰﾄﾞ 　4.4MHz

中速ﾓｰﾄﾞ 　3.0MHz
3V

高速ﾓｰﾄﾞ 　1.5MHz

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾓｰﾄﾞ

低速ﾓｰﾄﾞ

中速ﾓｰﾄﾞ

最大動作ｸﾛｯｸ周波数

5V

高速ﾓｰﾄﾞ

　4.4MHz

対応するﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ
電源電圧

　3V または 5V

電　源 　PC4504 内蔵電源より供給(+5V,+12V)

ﾎﾟｰﾄ名 出力形式 方向 使用ﾃﾞﾊﾞｲｽ

D0～D5 入出力

P00～P03 入出力

P10～P13

Nch
ｵｰﾌﾟﾝ

ﾄﾞﾚｲﾝ 入出力

　入力：　74HC4050

　出力：　74LS06
ﾎﾟｰﾄｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ

P20,P21 － 入出力 　入出力：74HC4066

基板寸法 　233mm(縦)×135mm(横)×1.6mm(高さ)

動作周囲温度 　5～35℃(ただし、結露なきこと)

製品構成

　M34502T-MCU
　60 芯ﾊｰﾌﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙ
　26 芯ﾉｰﾏﾙﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙ
　外部ﾄﾘｶﾞｹｰﾌﾞﾙ
　PCA4029
　OSC-2(周波数変更用)
　M34501T-PTC

　　　　※1： M34502T-MCU は、製品出荷時に 4.19MHz 用の発振回路基板 OSC-2 を装着しています。
　　　　また、付属品として J1 ｺﾈｸﾀのみ実装した発振回路基板 OSC-2 を添付しています。

　　　　　　　なお、ﾘｾｯﾄ解除直後はﾃﾞﾌｫﾙﾄﾓｰﾄﾞ(ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝｸﾛｯｸ f(XIN)/8)で動作します。
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　　　　4.3 4.3 4.3 4.3 ｽｲｯﾁｽｲｯﾁｽｲｯﾁｽｲｯﾁ
　　　　図 4.3 に M34502T-MCU のｽｲｯﾁ位置を、表 4.2 に各ｽｲｯﾁの機能および製品出荷時の設定方向を示し
　　　ます。

　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 4.4.4.4.3333　　　　ｽｲｯﾁｽｲｯﾁｽｲｯﾁｽｲｯﾁのののの配置図配置図配置図配置図

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 4.24.24.24.2　　　　ｽｲｯﾁｽｲｯﾁｽｲｯﾁｽｲｯﾁのののの説明説明説明説明
ｽｲｯﾁ ｼﾙｸ 設定方向 内容 初期設定

OFF

ON

OFF

　M34502T-MCUよりﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑへ VDDを出力し
ません。

SW1

ON

ON

OFF

　M34502T-MCUよりﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑへ VDDを出力し
ます。 OFF 側

SW2 ROMSIZE

　MCU の ROM ｻｲｽﾞを設定します。

・M2 の場合、”2”
・M4 の場合、”4”

  
“4”に設定

5V

5V

3V

　M34502T-MCU 上のｴﾊﾞﾘｭｴｰｼｮﾝ MCU を 5Vで動
作させます。

SW3

3V

5V

3V

　M34502T-MCU 上のｴﾊﾞﾘｭｴｰｼｮﾝ MCU を 3Vで動
作させます。

5V 側

 

501/502

501/502

580

　M34502T-MCU は 4501/4502/4506/4507 ｸﾞﾙｰ
ﾌﾟ対応で動作します。

SW4

580

501/502

580

　M34502T-MCUは 4580 ｸﾞﾙｰﾌﾟ対応で動作しま
す。

501/502 側
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　　　　4.4 4.4 4.4 4.4 ﾁｪｯｸﾁｪｯｸﾁｪｯｸﾁｪｯｸ端子端子端子端子
　　　　M34502T-MCU には、表 4.3 に示すﾁｪｯｸ端子があります。ﾁｪｯｸ端子の位置は、図 4.3 を参照ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 4.34.34.34.3　　　　ﾁｪｯｸﾁｪｯｸﾁｪｯｸﾁｪｯｸ端子端子端子端子

端子名 内　容

VDD 　MCU 電源電圧で、SW3 の設定に応じて 3V または 5V を出力します。
GND 　接地
XIN 　MCU のｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝｸｼｮﾝｸﾛｯｸ(動作ﾓｰﾄﾞに応じた分周後のｸﾛｯｸ)を出力します。

RUN/STOP 　ﾕｰｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行中”L”、実行停止中は”H”となります。

WRST
　WRST 命令ﾃﾞｺｰﾄﾞ時”H”となり、ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏﾌﾗｸﾞのｸﾘｱｻｲｸﾙを波形により観測する
ことが可能です。

　　　　4.4.4.4.5555    ｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀ
　　　　表 4.4 に M34502T-MCU のｺﾈｸﾀ一覧を、図 4.4 にｺﾈｸﾀの位置を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 4.4.4.4.4444　　　　ｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀ一覧表一覧表一覧表一覧表

ｺﾈｸﾀ名 内　容

J1 　ｴﾊﾞﾘｭｴｰｼｮﾝ MCU ﾊﾞｽ接続用ｺﾈｸﾀ
J2 　ﾓﾆﾀ CPU ﾊﾞｽ接続用ｺﾈｸﾀ
J3 　ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ接続用 60 ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀ
J4 　外部ﾄﾘｶﾞ信号用 2 ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀ
J6 　発振回路基板接続用 4 ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀ

　

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 4.4.4.4.4444　　　　ｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀ位置位置位置位置
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　　(1) ｺﾈｸﾀ J3
　　　　　表 4.5 に、PCA4029 接続用 60 芯ﾊｰﾌﾋﾟｯﾁｺﾈｸﾀ(J3)の信号一覧を示します。
　　　　　また、図 4.5 にｺﾈｸﾀ J3 のﾋﾟﾝ配置図を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 4.54.54.54.5　　　　PCA4029PCA4029PCA4029PCA4029接続用接続用接続用接続用 60606060芯芯芯芯ﾊｰﾌﾋﾊｰﾌﾋﾊｰﾌﾋﾊｰﾌﾋﾟ゚゚゚ｯﾁｺﾈｸﾀｯﾁｺﾈｸﾀｯﾁｺﾈｸﾀｯﾁｺﾈｸﾀ(J3)(J3)(J3)(J3)のののの信号一覧信号一覧信号一覧信号一覧
A列 B列 C列 D列

ﾋﾟﾝ
番号 信号名 方向 ﾋﾟﾝ

番号 信号名 方向 ﾋﾟﾝ
番号 信号名 方向 ﾋﾟﾝ

番号 信号名 方向

1 GND 1 GND 1 EVDD O 1 P30/AIN2 I/O

2 GND 2 GND 2 VSS 2 P31/AIN3 I/O

3 GND 3 GND 3 XIN － 3 EP00 I/O

4 GND 4 GND 4 XOUT － 4 EP01 I/O

5 GND 5 GND 5 CNVSS － 5 EP02 I/O

6 GND 6 GND 6 ERESET I 6 EP03 I/O

7 GND 7 GND 7 EP21/AIN1 I/O 7 EP10 I/O

8 GND 8 GND 8 EP20/AIN0 I/O 8 EP11 I/O

9 GND 9 GND 9 ED5 I/O 9 EP12/CNTR I/O

10 GND 10 GND 10 ED4 I/O 10 EP13/INT I/O

11 GND 11 GND 11 ED3 I/O 11 ED0 I/O

12 GND 12 GND 12 ED2 I/O 12 ED1 I/O

13 GND 13 GND 13 NC － 13 NC －

14 GND 14 GND 14 NC － 14 NC －

15 GND 15 GND 15 NC － 15 NC －

　　　　　方向の欄の記号は、I：入力，O：出力，I/O：入出力，－：未接続を示す。

Ｊ3

15B  15A  14B  14A  ・・・・・・・・・・  3A  2B  2A  1B  1A

15D  15C  14D  14C  ・・・・・・・・・・  3C  2D  2C  1D  1C

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 4.4.4.4.5555　　　　ｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀ J3J3J3J3 ﾋﾋﾋﾋﾟ゚゚゚ﾝﾝﾝﾝ配置図配置図配置図配置図
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　　(2) ｺﾈｸﾀ J4
　　　　　外部ﾄﾘｶﾞ信号用ｺﾈｸﾀ J4 には、付属の外部ﾄﾘｶﾞ信号用 2 芯ｹｰﾌﾞﾙを使用してください。外部ﾄﾘｶﾞ

ｹｰﾌﾞﾙはｸﾘｯﾌﾟ(黒)を GND に接続し、ｸﾘｯﾌﾟ(白)を外部ﾄﾘｶﾞ信号入力用としてご使用ください。
　　　　　外部ﾄﾘｶﾞ信号は外部ﾄﾘｶﾞﾌﾞﾚｰｸ、または外部ﾄﾘｶﾞによるﾄﾚｰｽﾎﾟｲﾝﾄのｲﾍﾞﾝﾄ入力として使用します。
　　　　　表 4.6 に、ｺﾈｸﾀ J4 のﾋﾟﾝ配置を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 4.4.4.4.6666　　　　ｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀ J4J4J4J4 ﾋﾋﾋﾋﾟ゚゚゚ﾝﾝﾝﾝ配置配置配置配置
ﾋﾟﾝ NO. 信号名 内　　容
1 TRIG 　外部ﾄﾘｶﾞ信号入力
2 GND 　GND

　　(3) ｺﾈｸﾀ J6
　　　　　ｺﾈｸﾀ J6 は、発振回路基板 OSC-2 接続用ｺﾈｸﾀです。表 4.7 にｺﾈｸﾀ J6 の信号名一覧を、図 4.6 に
　　　　ｺﾈｸﾀ J6 の配置図を示します。また、図 4.7 に発振回路基板 OSC-2 における 4.19MHz 時の接続図を
　　　　示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 4.4.4.4.7777　　　　ｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀ J6J6J6J6 ﾋﾋﾋﾋﾟ゚゚゚ﾝﾝﾝﾝ配置表配置表配置表配置表

ﾋﾟﾝ NO. 信号名 内　　容

1 VCC 　電源
2 GND 　GND
3 CLK 　ｸﾛｯｸ入力
4 GND 　GND

　　　　

　　　　　　  ①
　　　　　　  ②
　　Ｊ６ 　　 ③
　　 　　　　 ④

　　　　　　　　　　　　　　　　取り付け用穴

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 4.4.4.4.6666　　　　ｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀｺﾈｸﾀ J6J6J6J6 ﾋﾋﾋﾋﾟ゚゚゚ﾝﾝﾝﾝ配置図配置図配置図配置図

4.19MHz
X1

R2
680Ω

C1C2

X1

R1
1MΩ

J6-3

74HCU04

891011

OSC-2
11

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 4.4.4.4.7777　　　　発振回路接続図発振回路接続図発振回路接続図発振回路接続図(4.19MHz(4.19MHz(4.19MHz(4.19MHz時時時時))))
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　　　　4.4.4.4.6666    ﾀｰｹﾀｰｹﾀｰｹﾀｰｹﾞ゙゙゙ｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑとのとのとのとの接続方法接続方法接続方法接続方法

　　(1) 4502/4507 ｸﾞﾙｰﾌﾟ対応時
　　　　　M34502T-MCU を 4502/4507 ｸﾞﾙｰﾌﾟ対応として使用する場合、ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑとの接続は以下に示す方法
　　　　があります。

　なお、MCU ﾊﾟｯｹｰｼﾞ(24P2Q-A)のﾌｯﾄﾊﾟﾀｰﾝに直接接続することはできません。

　　 ① ﾀｰｹﾞｯﾄ上の 2.54mm ﾋﾟｯﾁ･ﾃﾞｭｱﾙｲﾝﾗｲﾝﾋﾟﾝとの接続
　　　　　本製品に付属の 26 芯ﾉｰﾏﾙﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙにより、ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ上の 26 極ﾃﾞｭｱﾙｲﾝﾗｲﾝﾋﾟﾝと接続します。

　ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑとの接続に際し、以下の製品が必要です。
　　　・60 芯ﾊｰﾌﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙ(40cm)
　　　・ﾋﾟｯﾁ変換基板 PCA4029
　　　・26 芯ﾉｰﾏﾙﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙ(10cm)

　図 4.8 に、26 芯ﾉｰﾏﾙﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙを用いたﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑとの接続例を示します。表 4.8 に 26 芯ﾉｰﾏﾙ
ﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙのｺﾈｸﾀ信号対応表を、図 4.9 に 26 芯ﾉｰﾏﾙﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙのﾋﾟﾝ配置図を示します。

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 4.4.4.4.8888　　　　ﾃﾃﾃﾃﾞ゙゙゙ｭｱﾙｲﾝﾗｲﾝﾋｭｱﾙｲﾝﾗｲﾝﾋｭｱﾙｲﾝﾗｲﾝﾋｭｱﾙｲﾝﾗｲﾝﾋﾟ゚゚゚ﾝﾝﾝﾝをををを使用使用使用使用したしたしたしたﾀｰｹﾀｰｹﾀｰｹﾀｰｹﾞ゙゙゙ｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑｯﾄｼｽﾃﾑとのとのとのとの接続図接続図接続図接続図
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　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 4.4.4.4.8888　　　　26262626芯芯芯芯ﾉｰﾏﾙﾋﾉｰﾏﾙﾋﾉｰﾏﾙﾋﾉｰﾏﾙﾋﾟ゚゚゚ｯﾁｹｰﾌｯﾁｹｰﾌｯﾁｹｰﾌｯﾁｹｰﾌﾞ゙゙゙ﾙﾙﾙﾙののののﾋﾋﾋﾋﾟ゚゚゚ﾝﾝﾝﾝ配置配置配置配置

26 芯ﾉｰﾏﾙﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙ

1 　EVDD※１ 26 P30/AIN2
2 VSS 25 P31/AIN3
3 　NC(XIN※２) 24 EP00
4 NC(XOUT) 23 EP01
5 NC(CNVSS) 22 EP02
6 ERESET 21 EP03
7 EP21/AIN1 20 EP10
8 EP20/AIN0 19 EP11
9 ED5 18 EP12/CNTR
10 ED4 17 EP13/INT
11 ED3 16 ED0
12 ED2 15 ED1
13 NC 14 NC

※1： EVDDはﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑより電源電圧を入力するものではなく、M34502T-MCU 上の電源回路よりﾀｰｹﾞｯ
ﾄｼｽﾃﾑへ出力するものです。

※2： XINは M34502T-MCU 上の発振回路基板 OSC-2 より入力され、ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ上の発振回路より入力
することはできません。

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 4.4.4.4.9999　　　　26262626芯芯芯芯ﾉｰﾏﾙﾋﾉｰﾏﾙﾋﾉｰﾏﾙﾋﾉｰﾏﾙﾋﾟ゚゚゚ｯﾁｹｰﾌｯﾁｹｰﾌｯﾁｹｰﾌｯﾁｹｰﾌﾞ゙゙゙ﾙﾙﾙﾙ　　　　ﾋﾋﾋﾋﾟ゚゚゚ﾝﾝﾝﾝ配置図配置図配置図配置図
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　　(2) 4501/4506 ｸﾞﾙｰﾌﾟおよび 4580 ｸﾞﾙｰﾌﾟ対応時
　　　　　M34502T-MCU を 4501/4506 ｸﾞﾙｰﾌﾟおよび 4580 ｸﾞﾙｰﾌﾟ対応として使用する場合、ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑとの
　　　　接続は以下に示す方法があります。

　　　　　なお、MCU ﾊﾟｯｹｰｼﾞ(20P2N-A)のﾌｯﾄﾊﾟﾀｰﾝに直接接続することはできません。

　　 ① ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ上の 20 ﾋﾟﾝ SDIP 用 IC ｿｹｯﾄと接続する場合
本製品に付属の 26 芯ﾉｰﾏﾙﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙにﾋﾟｯﾁ変換基板 M34501T-PTC を装着し、ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ上の 20 ﾋﾟ
ﾝ SDIP 用 IC ｿｹｯﾄと接続します。図 4.10 に、ﾋﾟｯﾁ変換基板 M34501T-PTC を用いたﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑとの接
続例を示します。また、図 4.11 に M34501T-PTC のﾋﾟﾝ配置図を示します。
　ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑとの接続に際し、以下の製品が必要です。
　　・60 芯ﾊｰﾌﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙ(40cm)
　　・ﾋﾟｯﾁ変換基板 PCA4029
　　・26 芯ﾉｰﾏﾙﾋﾟｯﾁｹｰﾌﾞﾙ(10cm)
　　・ﾋﾟｯﾁ変換基板 M34501T-PTC

表 4.9 に、ﾋﾟｯﾁ変換基板 M34501T-PTC のｺﾈｸﾀ信号対応表を示します。ﾋﾟｯﾁ変換基板 M34501T-PTC
のﾋﾟﾝ配置は、4501/4506 ｸﾞﾙｰﾌﾟの 20SDIP と同等です。M34501T-PTC の装着に際し、ｹｰﾌﾞﾙとｺﾈｸﾀの 1
番ﾋﾟﾝの位置をご確認ください。

　　　　　ｴﾐｭﾚｰﾀおよびﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑを破損する可能性がありますので、誤接続には十分注意してください。

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 4.104.104.104.10　　　　20202020 ﾋﾋﾋﾋﾟ゚゚゚ﾝﾝﾝﾝ SDIPSDIPSDIPSDIP用用用用 ICICICIC ｿｹｯﾄｿｹｯﾄｿｹｯﾄｿｹｯﾄとのとのとのとの接続例接続例接続例接続例
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　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 4.4.4.4.9999　　　　M34501T-PTCM34501T-PTCM34501T-PTCM34501T-PTCののののﾋﾋﾋﾋﾟ゚゚゚ﾝﾝﾝﾝ配置表配置表配置表配置表

M34501T-PTC　J2

1 　EVDD※１ 20 EP00
2 VSS 19 EP01
3 　NC(XIN※２) 18 EP02
4 NC(XOUT) 17 EP03
5 NC(CNVSS) 16 EP10
6 ERESET 15 EP11
7 EP21/AIN1 14 EP12/CNTR

8 EP20/AIN0 13 EP13/INT

9 ED3 12 ED0
10 ED2 11 ED1

※ 1： EVDD はﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑより電源電圧を入力するものではなく、M34502T-MCU 上の電源回路
　　よりﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑへ出力するものです。

※ 2： XIN は M34502T-MCU 上の発振回路基板 OSC-2 より入力され、ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ上の発振回路
　　より入力することはできません。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 4.114.114.114.11　　　　M34501T-PTCM34501T-PTCM34501T-PTCM34501T-PTC ﾋﾋﾋﾋﾟ゚゚゚ﾝﾝﾝﾝ配置図配置図配置図配置図
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　　　　　ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑと接続される信号の中には、M34502T-MCU でｴﾐｭﾚｰｼｮﾝされるものがあります。
　　　　　詳しくは、｢6. M34502T-MCU6. M34502T-MCU6. M34502T-MCU6. M34502T-MCU 接続図接続図接続図接続図｣をご参照ください。

　　(1) 直接ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑに接続される端子(2 種 3 本)
　　　　　①　P30,P31※１

② VSS

　　(2) ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ回路などを介して接続されている端子(6 種 18 本)
　　　　　①　P00～P03
　　　　　②　P10～P13
　　　　　③　P20,P21
　　　　　④　D0～D5※２

　　　　　⑤　RESET
⑥ EVDD※３

　　(3) ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑに接続されない端子(3 種 3 本)
　　　　　①　XIN※４

　　　　　②　XOUT
　　　　　③　CNVSS

※1： 4501/4506 ｸﾞﾙｰﾌﾟおよび 4580 ｸﾞﾙｰﾌﾟ対応時、M34501T-PTC を装着した場合 P30,P31はﾀｰｹﾞｯﾄｼｽ
ﾃﾑには接続されません。

※2： 4501/4506 ｸﾞﾙｰﾌﾟおよび 4580 ｸﾞﾙｰﾌﾟ対応時 M34501T-PTC を装着した場合、D4,D5はﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ
には接続されません。

※3： EVDDはﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑより電源電圧を入力するものではなく、M34502T-MCU 上の電源回路よりﾀｰｹﾞｯ
ﾄｼｽﾃﾑへ出力するものです。EVDDの出力(ON/OFF)はｽｲｯﾁ SW1 により切り替え、電源電圧 (3V/5V)
はｽｲｯﾁ SW3 により切り替えます

※4： XINは M34502T-MCU 上の発振回路基板 OSC-2 より入力され、ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ上の発振回路より入力
することはできません。ｼｽﾃﾑｸﾛｯｸ周波数を変更する場合は、付属の発振回路基板 OSC-2 に必要
な部品を実装のうえご使用ください。

　　　　4.4.4.4.7777 LED LED LED LED
図 4.12 に、M34502T-MCU における LED の配置を示します。電源供給時、この LED は緑色に点灯しま
す。

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 4.4.4.4.12121212　　　　LEDLEDLEDLEDのののの配置図配置図配置図配置図
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5. 5. 5. 5. ﾃﾃﾃﾃﾞ゙゙゙ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ｯｸｯｸｯｸｯｸﾞ゙゙゙時時時時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項

　　　　5.1 5.1 5.1 5.1 ﾘｾｯﾄﾘｾｯﾄﾘｾｯﾄﾘｾｯﾄ
M34502T-MCU は RESET 信号の入力ﾊﾞｯﾌｧに 74AC14 を使用しており、電気的特性が実 MCU と異なります。
表 5.1 に、M34502T-MCU における RESET 信号入力特性を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 5.15.15.15.1　　　　RESETRESETRESETRESET信号入力特性信号入力特性信号入力特性信号入力特性

項 目 記 号 電 圧 最 小 最 大

VCC=3.0V － 2.2V
VCC=4.5V － 3.2V

H ﾚﾍﾞﾙ
しきい値電圧

VP
VCC=5.5V － 3.9V

VCC=3.0V 0.5V －
VCC=4.5V 0.9V －

L ﾚﾍﾞﾙ
しきい値電圧

VN
VCC=5.5V 1.1V －

VCC=3.0V 0.3V 1.2V
VCC=4.5V 0.4V 1.4Vﾋｽﾃﾘｼｽ電圧 VH
VCC=5.5V 0.5V 1.6V

　　　　5.5.5.5.2222    ｼｽﾃﾑｸﾛｯｸｼｽﾃﾑｸﾛｯｸｼｽﾃﾑｸﾛｯｸｼｽﾃﾑｸﾛｯｸ
　　　　電源電圧および動作ﾓｰﾄﾞに応じて、表 5.2 に示す周波数範囲内にてご使用ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 5.25.25.25.2　　　　M34502T-MCUM34502T-MCUM34502T-MCUM34502T-MCU動作周波数動作周波数動作周波数動作周波数

電 圧 ﾓｰﾄﾞ 周波数

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ

低速
4.4MHz 以下

中速 3.0MHz 以下
3V

高速 1.5MHz 以下

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ

低速

中速
5V

高速

4.4MHz 以下

　　　　ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑに応じて周波数に変更する場合、付属の発振回路基板 OSC-2 に必要な部品を実装のうえ
　　　ご使用ください。

なお、周波数変更時の発振回路定数は、ご使用になる発振子のﾒｰｶｰに確認ください。

　　　　5.5.5.5.3333    ﾀｲﾏﾀｲﾏﾀｲﾏﾀｲﾏののののﾘｱﾙﾀｲﾑﾘｱﾙﾀｲﾑﾘｱﾙﾀｲﾑﾘｱﾙﾀｲﾑ性性性性
PC4504 および M34502T-MCU はｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ中も MCU 内部のｸﾛｯｸは動作しているため、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行停止後
もﾀｲﾏの値は変化します。

　［例］　①　ｼﾝｸﾞﾙｽﾃｯﾌﾟ動作中
　　　　　②　ﾚｼﾞｽﾀ、内部 RAM を参照・変更した場合



（26/40）

　　　　5.5.5.5.4444    ｳｫｯﾁﾄｳｫｯﾁﾄｳｫｯﾁﾄｳｫｯﾁﾄﾞ゙゙゙ｯｸｯｸｯｸｯｸﾞ゙゙゙ﾀｲﾏﾀｲﾏﾀｲﾏﾀｲﾏ
M34502T-MCU では、ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏは動作しません。ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏに関する動作確認は、評価用 MCU (ﾜ

ﾝﾀｲﾑ版)により実施してください。
M34502T-MCU では、WRST 命令実行ｻｲｸﾙ時にﾁｪｯｸ端子 TP5 より以下の波形が出力され、ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏ

の初期化ｻｲｸﾙを確認することが可能です。

 　　　　               　　　　　　　  WRST命令　　　 　　　　   次命令

 　　　　　　　     　  　　     T1         T2        T3         T1        T2

　　ｼｽﾃﾑｸﾛｯｸXIN

　　 WRST

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 5.15.15.15.1　　　　ﾁｪｯｸﾁｪｯｸﾁｪｯｸﾁｪｯｸ端子端子端子端子 TP5TP5TP5TP5出力波形出力波形出力波形出力波形

　　　　5.5.5.5.5555    ﾎﾎﾎﾎﾟ゚゚゚ｰﾄｰﾄｰﾄｰﾄ入出力入出力入出力入出力ﾀｲﾐﾝｸﾀｲﾐﾝｸﾀｲﾐﾝｸﾀｲﾐﾝｸﾞ゙゙゙

　　(1) ﾎﾟｰﾄ入力ﾀｲﾐﾝｸﾞ
　　　　　M34502T-MCU におけるﾎﾟｰﾄ入力ﾀｲﾐﾝｸﾞは、実 MCU と同等です。

　　(2) ﾎﾟｰﾄ出力ﾀｲﾐﾝｸﾞ
M34502T-MCU は入出力ﾎﾟｰﾄにｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ回路が介在するため、下記ﾎﾟｰﾄの出力ﾀｲﾐﾝｸﾞが実 MCU と異な
ります。
　　① ﾎﾟｰﾄ D0～D5
　　② ﾎﾟｰﾄ P00～P03
　　③ ﾎﾟｰﾄ P10～P13

　実 MCU では出力命令の T3 ｽﾃｰﾄの始めで変化しますが、M34502T-MCU では出力命令後の次 T2 ｽﾃｰﾄ
で変化します。図 5.2 に、M34502T-MCU におけるﾎﾟｰﾄ出力ﾀｲﾐﾝｸﾞを示します。
　上記以外のﾎﾟｰﾄ出力ﾀｲﾐﾝｸﾞについては実 MCU と同等です。

                             　　　 出力命令　　　　　　　　    　  次命令
　　　　　　　　　　  　　　T1　　　　T2　　　　T3　　　  　T1　　　　T2　　　　T3

  　ｼｽﾃﾑｸﾛｯｸ XIN

  　　実 MCU の
  　ﾎﾟｰﾄ D,P0,P1
  　出力ﾀｲﾐﾝｸﾞ

  　M34502T-MCU
  　ﾎﾟｰﾄ D,P0,P1
  　出力ﾀｲﾐﾝｸﾞ

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 5.25.25.25.2　　　　ﾎﾎﾎﾎﾟ゚゚゚ｰﾄｰﾄｰﾄｰﾄ DDDD，，，，P0P0P0P0，，，，P1P1P1P1
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　　　　5.6 5.6 5.6 5.6 ﾎﾎﾎﾎﾟ゚゚゚ｰﾄｰﾄｰﾄｰﾄ入出力特性入出力特性入出力特性入出力特性
　　　　M34502T-MCU ではﾎﾟｰﾄ P0，P1，P2，D0～D5にｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ回路が介在するため、入出力ﾎﾟｰﾄの特
　　　性が実 MCU とは異なります。表 5.3 に、M34514T-MCU におけるｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾎﾟｰﾄの入出力特性を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 5.35.35.35.3　　　　ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾎｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾎｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾎｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾎﾟ゚゚゚ｰﾄｰﾄｰﾄｰﾄ入出力特性入出力特性入出力特性入出力特性

ポート デバイス 項目 電圧条件 最　小 最　大 備　考

VCC=2.0V 1.5V －
VIH

VCC=4.5V 3.15V －

VCC=2.0V － 0.5V
入力 74HC4050

VIL
VCC=4.5V － 1.35V

IOH － 250μA  VOH=MAX

IOL － 40mA

－ 0.4V  IOL=16mA

P0，P1

出力 74LS06

VOL

VCC=4.75V

－ 0.7V  IOL=MAX

VCC=2.0V 160Ω －

70Ω 130Ω

 VI/O=VCC to GND

 II/O≦1mARON
VCC=4.5V 96Ω 200Ω

 VI/O=VCC or GND

 II/O≦1mA
P2 入出力 74HC4066

△RON VCC=4.5V 10Ω －
 VI/O=VCC to GND

 II/O≦1mA

VCC=2.0V 1.5V －
VIH

VCC=4.5V 3.15V －

VCC=2.0V － 0.5V
入力 74HC4050

VIL
VCC=4.5V － 1.35V

IOH － 250μA  VOH=MAX

IOL － 40mA

－ 0.4V  IOL=16mA

D5～D0

出力 74LS06

VOL

VCC=4.75V

－ 0.7V  IOL=MAX

　　　　5.7 5.7 5.7 5.7 ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾙｱｯﾌﾙｱｯﾌﾙｱｯﾌﾙｱｯﾌﾟ゚゚゚ﾄﾗﾝｼﾄﾗﾝｼﾄﾗﾝｼﾄﾗﾝｼﾞ゙゙゙ｽﾀｽﾀｽﾀｽﾀ
　　　　M34502T-MCU では、ﾎﾟｰﾄ P0，P1，D2，D3 にｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ回路が介在するため MCU 内部のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ
　　　ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを使用することができません。
　　　　このため、M34502T-MCU ではｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ回路により外付け抵抗のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ制御を行っており、51kΩの
　　　ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗が実装されています。
　　　　ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗の変更が必要な場合、R3，R4 の抵抗ｱﾚｲを交換してください。
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　　　　5.5.5.5.8888    RAMRAMRAMRAM ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ｯｸｱｯﾌｯｸｱｯﾌｯｸｱｯﾌｯｸｱｯﾌﾟ゚゚゚ﾓｰﾄﾓｰﾄﾓｰﾄﾓｰﾄﾞ゙゙゙
　　　　M34502T-MCU における RAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ時の動作は、実 MCU と異なります。

　　(1) RAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ時のﾎﾟｰﾄ出力保持について(ﾎﾟｰﾄ D，P0，P1)
実 MCU では、RAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ時に直前のﾎﾟｰﾄ出力状態を保持しますが、M34502T-MCU では RAM ﾊﾞｯｸ
ｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ時に直前のﾎﾟｰﾄ出力状態を保持できません。(M34502T-MCU 制限事項)
M34502T-MCU では、RAM ﾊﾞｯｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ時ﾎﾟｰﾄ D，P0，P1 に“H”を出力し、RAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞからの
復帰後に RAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ直前のﾎﾟｰﾄ状態を出力します。
このため、RAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ時にﾎﾟｰﾄ D，P0，P1 に“L”ﾚﾍﾞﾙを出力する必要のあるｼｽﾃﾑの評価は、
評価用 MCU(ﾜﾝﾀｲﾑ版)により実施する必要があります。

　　(2) M34502T-MCU の RAM 動作
実 MCU はでは、｢EPOF｣命令と｢POF｣または｢POF2｣命令の連続実行により RAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞとなります

が、M34502T-MCU では｢POF｣または｢POF2｣命令のみの実行により RAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞとなります。
M34502T-MCU では、「EPOF」命令は無効となっています。

　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例 5.1
〔 実 MCU の場合 〕

　　RAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞになります。
　　　　　RC
　　　　　INY
　　　　　EPOF
　　　　　POF
　　　　　 ･
　　　　　 ･

〔 M34502T-MCU の場合 〕

　　RAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞになります。

　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例 5.2
〔 実 MCU の場合 〕

　　RAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞになりません。
　　　　　RC
　　　　　INY
　　　　　POF
　　　　　 ･
　　　　　 ･
　　　　　 ･

〔 M34502T-MCU の場合 〕

　　RAM ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞになります。
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　　　　5.5.5.5.9999    ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾛｸﾛｸﾛｸﾛｸﾞ゙゙゙ﾗﾑﾗﾑﾗﾑﾗﾑ実行実行実行実行((((GGGG，，，，GBGBGBGB))))
　PC4504 および M34502T-MCU の仕様により、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行(G,GB ｺﾏﾝﾄﾞ)に関して以下の制限事項が
あります。

　　(1) 連続記述命令
　　　　　連続記述命令中にﾊｰﾄﾞｳｪｱﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄを設定した場合、連続記述命令中ではﾌﾞﾚｰｸせず連続記述

命令が途切れた時点のｱﾄﾞﾚｽﾌｪｯﾁによりﾌﾞﾚｰｸします。(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例 5.3 参照)
　ただし、外部ﾄﾘｶﾞﾌﾞﾚｰｸおよび強制ﾌﾞﾚｰｸの場合は、連続記述命令中でも停止します。
　この場合、次回ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行時に実行開始ｱﾄﾞﾚｽを連続記述命令の次にする必要があります。
　(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例 5.4 参照)

　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例 5.3

　　　　　　　　　　　LA　　　　　0
　　　　　POINT:　　　LA　　　　　1　　　　　　;連続記述命令
　　　　　　　　　　　LA　　　　　2
　　　　　POINT+2:    XAM　　　 　3

　　POINT にﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄを設定すると、ｱﾄﾞﾚｽ POINT+2 の XAM 命令の直前で停止します。

　　　　

　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例 5.4

　　　　　　　　　　　LA　　　　 0
　　　　　POINT:　　　LA　  　　 1　　　　　；連続記述命令
　　　　　POINT+1:　　LA　　　　 2
　　　　　POINT+2:　　XAM 　　　 3

　　POINT で強制，外部ﾄﾘｶﾞﾌﾞﾚｰｸがかかると、ｱﾄﾞﾚｽ POINT+1 で停止します。
　　次のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行時は、開始ｱﾄﾞﾚｽを連続記述命令の途切れた次のｱﾄﾞﾚｽ POINT+2 に設定のうえ
　実行を開始してください。
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　 (2) ｽｷｯﾌﾟ命令(SNZP，INY，DEY，SZB，SEAM，SZC，RTS 命令など)
ｽｷｯﾌﾟ命令実行により次命令がｽｷｯﾌﾟした場合、ｽｷｯﾌﾟされる命令にﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄを設定してもﾌﾞﾚｰｸさ
れません。(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例 5.5 および 5.6 参照)

　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例 5.5

　　　　　　　　　 RC
　　　　　　　     SZC
　　　POINT:       TABP
　　　POINTA:　　　TAM　　　　0
　　　　　　　　　　　　　･
　　　　　　　　　　　　　･

　　　　　　　　　SC
　　　　　　　　　SZC
　　POINT:　　　　TABP
　　POINTA:　　　 TAM　　　　0
　　　　　　　　　　　　･
　　　　　　　　　　　　･

　　ｱﾄﾞﾚｽ POINT にﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄを設定すると、右の場合のみｱﾄﾞﾚｽ POINTA の直前で実行を停止しま
す。

　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例 5.6

　　　　　　　　　　　RC　　　　　　　　　　　　；ｽｷｯﾌﾟ命令
　　　　　　　　　　　INY
　　　POINT:　　　　　TABP
　　　　　　　　　　　LA　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　･
　　　　　　　　　　　　　･

　　ｱﾄﾞﾚｽ POINT にﾊﾟｽｶｳﾝﾄ付ﾌﾞﾚｰｸを設定した場合、POINT の命令を実行した時のみｶｳﾝﾄし実行を
　停止します。
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　　　　5.5.5.5.10 10 10 10 外部外部外部外部ﾄﾘｶﾄﾘｶﾄﾘｶﾄﾘｶﾞ゙゙゙信号信号信号信号
　　(1) 外部ﾄﾘｶﾞ信号入力ﾀｲﾐﾝｸﾞ
　　　　　図 5.3 に、外部ﾄﾘｶﾞ信号のﾗｯﾁﾀｲﾐﾝｸﾞを示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　命令　　　　　　　　　次の命令

　　　　　　　　　　　　 　        T1        T2        T3        T1

　　ｼｽﾃﾑｸﾛｯｸ XIN

　　外部ﾄﾘｶﾞ信号
　　    TRIG

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 5.5.5.5.3333　　　　外部外部外部外部ﾄﾘｶﾄﾘｶﾄﾘｶﾄﾘｶﾞ゙゙゙信号信号信号信号ののののﾗｯﾁﾀｲﾐﾝｸﾗｯﾁﾀｲﾐﾝｸﾗｯﾁﾀｲﾐﾝｸﾗｯﾁﾀｲﾐﾝｸﾞ゙゙゙

　　(2) 外部ﾄﾘｶﾞ信号入力特性
　　　　　ﾄﾘｶﾞﾌﾞﾚｰｸでは、外部ﾄﾚｰｽｹｰﾌﾞﾙから入力された信号の状態(立ち上がりｴｯｼﾞ/立ち下がりｴｯｼﾞ)が

　ﾌﾞﾚｰｸ条件となります。また、ﾄﾚｰｽﾎﾟｲﾝﾄの外部ﾄﾘｶﾞ信号とﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄの外部ﾄﾘｶﾞ信号は、同一信号
　を使用しています。
　表 5.4 に、外部ﾄﾘｶﾞ信号入力特性を示します。下記入力特性を参照のうえ、外部ﾄﾘｶﾞ信号を

　　　ご使用ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表 5.5.5.5.4444　　　　外部外部外部外部ﾄﾘｶﾄﾘｶﾄﾘｶﾄﾘｶﾞ゙゙゙信号入力特性信号入力特性信号入力特性信号入力特性

項 目 記 号 電 圧 最 大 最 小

VCC=2.0V － 1.5V
“H”ﾚﾍﾞﾙ電圧 VIH VCC=4.5V － 3.15V

VCC=2.0V 0.5V －
“L”ﾚﾍﾞﾙ電圧 VIL

VCC=4.5V 1.35V －

　　　　5.5.5.5.11111111そのそのそのその他他他他のののの注意事項注意事項注意事項注意事項
M34502T-MCUでは下記内容に関する機能を使用したｼｽﾃﾑの評価を行えないため、評価用MCU(ﾜﾝﾀｲﾑ版)
によりｼｽﾃﾑの評価を実施する必要があります。

(1)  RESET出力を使用したｼｽﾃﾑの評価は行えません。

(2)  電圧低下検出機能を使用したｼｽﾃﾑの評価は行えません。

(3)  ﾊﾟﾜｰｵﾝﾘｾｯﾄによる動作確認は行えません。

(4)  ﾘｾｯﾄ後、ｵﾝﾁｯﾌﾟｵｼﾚｰﾀからの起動によるｾﾗﾐｯｸ発振/CR発振への変更は行えません。
         ﾘｾｯﾄ後、M34502T-MCU上のｼｽﾃﾑｸﾛｯｸにより動作します。

(5)  M34502T-MCU の動作電圧は 3V または 5V となっているため、ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑの電源電圧との相違により
　　　　 A/D 変換結果が理論値と異なる場合があります。

(6)  M34502T-MCU では、4580 ｸﾞﾙｰﾌﾟ対応のﾏﾙﾁｺﾝﾊﾟﾚｰﾀ入力機能を使用したｼｽﾃﾑの評価を行えません。
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6.6.6.6.    M34502T-MCUM34502T-MCUM34502T-MCUM34502T-MCU接続図接続図接続図接続図

図 6.1 に、M34502T-MCU の接続図を示します。本接続図はﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑとの接続に関係する回路を中心
に掲載しており、ｴﾐｭﾚｰﾀの制御系などの直接ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑに接続されない回路等は省略しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 6.16.16.16.1　　　　M34502T-MCUM34502T-MCUM34502T-MCUM34502T-MCU接続図接続図接続図接続図
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7777....    ﾋﾋﾋﾋﾟ゚゚゚ｯﾁｯﾁｯﾁｯﾁ変換基板外形寸法変換基板外形寸法変換基板外形寸法変換基板外形寸法

　　　　7.1 M34501T-PTC7.1 M34501T-PTC7.1 M34501T-PTC7.1 M34501T-PTC
　　　　図 7.1 に、M34501T-PTC の外形寸法を示します。

8.54mm

9.00mm

15.00mm

40.00mm

19.14mm

　　　　　　　　　　　　　　　　図図図図 7777.1.1.1.1　　　　M345M345M345M34500001T-1T-1T-1T-PTCPTCPTCPTC外形寸法外形寸法外形寸法外形寸法
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8888....保守保守保守保守とととと保証保証保証保証

8.18.18.18.1製品製品製品製品のののの保守保守保守保守

　製品にほこりや汚れが付着した場合は、乾いた柔らかい布で拭いてください。シンナーなどの溶剤を
使用した場合には、塗料が剥げたりしますので使用しないでください。

8.28.28.28.2保証内容保証内容保証内容保証内容

　本書の「1　安全上の注意事項」を守った正常な使用状態のもとで、購入後 1 年以内に故障した場合
は、無償修理または、無償交換いたします。
ただし、次の項目による故障の場合は、ご購入から 1年以内でも有償修理または、有償交換といたしま
す。

・ 製品の誤用、濫用または、その他異常な条件下での使用
・ 弊社以外による改造、修理、保守または、その他の行為
・ ユーザシステムの不備または、誤使用
・ 火災、地震、または、その他の事故

修理を依頼される際は、購入された販売元の担当者へご連絡ください。
なお、レンタル中の製品は、レンタル会社または、貸し主とご相談ください。

8.38.38.38.3修理規定修理規定修理規定修理規定

(1)有償修理
　ご購入後１年を超えて修理依頼される場合は、有償修理となります。

(2)修理をお断りする場合
　次の項目に該当する場合は、修理ではなく、ユニット交換または、新規購入いただく場合があります。

・ 機構部分の故障、破損
・ 塗装、メッキ部分の傷、剥がれ、錆
・ 樹脂部分の傷、割れなど
・ 使用上の誤り、不当な修理、改造による故障、破損
・ 電源ショートや過電圧、過電流のため電気回路が大きく破損した場合
・ プリント基板の割れ、パターン焼失
・ 修理費用より交換の費用が安くなる場合
・ 不良箇所が特定できない場合

 (3)修理期間の終了
　製品生産中止後、1年を経過した場合は修理不可能な場合があります。

 (4)修理依頼時の輸送料など
　修理依頼時の輸送料などの費用は、お客様でご負担願います。
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8.48.48.48.4修理依頼方法修理依頼方法修理依頼方法修理依頼方法

　製品の故障と診断された場合には、以下の手順にて修理を依頼してください。
お客様：故障発生
添付の修理依頼書へ必要事項をご記入のうえ、修理依頼書と故障製品を販売元まで送付
してください。修理依頼書は、迅速な修理を行うためにも詳しくご記入願います。

販売元：故障内容確認
故障内容を確認のうえ、修理依頼書と故障製品を以下の住所まで送付してください。
　〒532–0003　大阪市淀川区宮原 4丁目 1–6 アクロス新大阪ビル
　株式会社ルネサス ソリューションズ　業務部　生産管理課
　TEL：06–6398–6326  　FAX：06–6398–6193

株式会社ルネサス ソリューションズ：修 理
故障した製品を修理のうえ、返送いたします。

製品製品製品製品のののの輸送方法輸送方法輸送方法輸送方法にににに関関関関してしてしてして：：：：

● 修理のために本製品を輸送される場合、本製品の包装箱、クッション材を用いて精
密機器扱いで発送してください。製品の包装が不十分な場合、輸送中に損傷する恐
れがあります。やむをえず他の手段で輸送する場合、精密機器として厳重に包装し
てください。また製品を包装する場合、必ず製品添付の導電性ポリ袋(通常青色の袋)
をご使用ください。他の袋を使用した場合、静電気の発生などにより製品に別の故
障を引き起こす恐れがあります。
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